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１ 山口県立大学の教育理念と求める学生像 

山口県立大学は、「人間性の尊重」、「生活者の視点の重視」、「地域社会との共生」、「国際化への対応」の

４つを教育の基本理念として掲げ、地域における知の拠点として住民の健康の増進及び個性豊かな地域文化の

進展に資する専門の学術を深く教授研究するとともに、高度な知識及び技能を有する人材の育成並びに研究成果の

社会への還元による地域貢献活動を積極的に展開し、もって人々が生き生きと暮らす社会の形成に資する人材を

育成することを目的としています。 

そのために、次のような学生を求めています。 

○自分と異なる考え方や価値観を受け入れることのできる素養のある人 

○一人一人のいのちを大切に思い、人々の生命と生活の質の向上に寄与したい人 

○地域の諸課題を自発的に探求・解明し、地域の発展に貢献したい人 

○自国および外国の言語や文化の学びを通して、自己の国際化に努めようとする人 

  

２ 入学者選抜の基本方針 

山口県立大学の教育理念及び各学部学科の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、 

山口県立大学の教育を受けるにふさわしい能力・適性などを備えた入学者を受け入れるために、学力の３要素を

多面的・総合的に評価する入学者選抜を実施します。 

総合型選抜では、自己推薦書、講義理解力試験、個人プレゼンテーション、面接を用いて基礎学力や各学部

学科が求める知識・技能を測るとともに、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度・協働性 

などを総合的に評価します。 

学校推薦型選抜の県内高校枠では、出願書類、小論文、総合問題、面接を用いて基礎学力や各学部学科が 

求める知識・技能を測るとともに、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度・協働性などを 

総合的に評価します。地域貢献人材発掘枠では、県内高校枠の選抜方法に加えて、活動報告書を用いて学校の

内外で意欲的に取り組んだ活動等の過程、成果及び展望を評価し、この入試区分の趣旨に適合した人材を発掘

します。 

一般選抜（前期日程、後期日程）では、高等学校で履修した教科の基礎学力を大学入学共通テストで評価 

するとともに、本学での学修に必要とされる知識・技能だけでなく、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に

取り組む態度・協働性などを幅広く測る小論文、面接などを行い、総合的に評価します。 

一般選抜（外国人留学生）では、出願書類、小論文、面接を用いて、本学での学修に必要な日本語運用能力と

国際文化学部の各学科が求める知識・技能を測るとともに、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む  

態度・協働性などを総合的に評価します。 
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３  国際文化学部について  

国際文化学部国際文化学科は、多文化共生マインドを基礎として、自文化理解はもとより異文化理解力と

外国語運用能力を有し、対話と協調に基づいたパートナーシップを育み、地域の国際化のために主体的に 

行動できる人材の育成を目的としています。 

国際文化学部文化創造学科は、多文化共生マインドを基礎として、自文化理解はもとより異文化理解力と 

表現力を有し、個性豊かな地域文化の価値を再発見し、文化の振興と創造に向けて主体的に行動できる人材の

育成を目的としています。 

国際文化学部情報社会学科は、地域や企業が抱える様々な課題に対して、デジタル技術を活用して、人間 

中心の視点からの発想により、新たな解決方策やイノベーションを創出し、デジタル社会の実現に貢献できる

人材の育成を目的としています。 

 

 国際文化学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 
教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、国内外の多様な文化や価値観について学ぶための基礎的な 

知識や理解力と語学力を身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

国内外における多様な文化や価値観について自分の考え・意見をまとめ、論理的に分かりやすく 

伝えることができる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

異なる文化や多様な考えを持つ人々と信頼関係を構築し、地域の国際化や多文化共生に積極的に 

挑戦しようとする意欲がある。 

 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 
国際文化学科では、地域の国際化や多文化共生社会の実現に貢献できる人材の育成を目標とした教育を

行っています。そのため、高等学校段階までのすべての教科の基礎的な知識・技能と積極的に学ぼうと

する態度が必要です。特に、教科別に身に付けてほしいことを次に掲げます。 

▶「国語」：基礎的な文章理解力、表現力、思考力、コミュニケーション能力 

▶「外国語（英語）」：基礎的な文章理解力、表現力、思考力、コミュニケーション能力 

▶「地理歴史・公民」及び「理科」：高等学校教育課程修了にふさわしい基礎的な学力 

▶「数学」及び「情報」：高等学校教育課程修了にふさわしい基礎的な学力とその学力を地域のデジタル化

推進のために主体的に活用しようとする姿勢 

▶ その他、「芸術」、「家庭」、「保健体育」など、あらゆる分野にわたって基礎的・常識的な知識と  

関心を持ち、新しい課題に対して積極的に取り組もうとする態度を備えていることが望まれます。 
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〔３〕  入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 外国人留学生 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

小論文 面 接 調査書 小論文 面 接 調査書 
活 動 

報告書 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
小論文 面 接 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
面 接 

日本留学 

試 験 
小論文 面 接 

自 己 

推薦書 

講 義 

理解力 

試 験 

面 接 

素 点 100 200 100 150 100 50 150 100 50 100 700 200 100 700 200 

総合的に評価する 

評 価 の 比 重(*1) 100 67 33 50 33 17 38 25 13 25 70 20 10 78 22 

評価の 

観点 

《知識・技能》  ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○ ○ 

《思考力・判断力・ 

表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

《主体性を持って 

 多様な人々と協働 

 して学ぶ態度》 

○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○   ○  ○   ○ 

(*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した。 

 

 文化創造学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 

教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、地域文化の探究と創造について学ぶための基礎的な知識や 

理解力を身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

ことばや絵・デザインなどの情報を駆使して、日本文化や地域文化の価値について、自らの思考や

判断を伝え表現することができる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

異なる文化や多様な考えを持つ人々と交流し、地域文化の活性化に貢献しようとする意欲がある。 
 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 
文化創造学科では、日本文化や地域文化への深い理解を持ち、地域社会のデジタル化の推進や新たな

地域をデザインする力をもって地域文化の活性化に貢献できる人材の育成を目標としています。 そのため、

高等学校段階までの幅広い領域の学力が必要です。特に、教科別に身に付けてほしいことを次に掲げます。  

▶「国語」：あらゆる科目の基礎として必要な、読解力、論理的な思考力、表現力及びコミュニケーション

能力の他、日本文化や地域文化を学ぶうえでの基礎的な知識や技術 

▶「外国語（英語）」：文化に関することがらを普遍的に考えるために必要な外国語能力と読解力、 

及び外国語で自らの考えを表明する表現力とコミュニケーション能力 

▶「地理歴史・公民」：将来、地域社会や世界において良識ある人物として活躍できるための知識・ 

探究力、及び問題解決に主体的に取り組む姿勢を取るために必要な能力 

▶「数学」及び「情報」：基本的な概念や原理・法則をよく理解したうえでの知識と計算力、論理的 

思考方法及びデータを理解し活用する基本的なスキル並びに地域のデジタル化

推進に取り組む姿勢を取るために必要な能力 

▶「理科」：基礎的な知識、及び様々な自然現象について科学的な観点から探求しようとする態度 

▶ その他、「芸術」など、あらゆる分野にわたって基礎的・常識的な知識と関心、新しい課題に対する 

積極性や地域文化の活性化に取り組む姿勢を取るために必要な能力を備えていることが望まれます。 



4 
 

〔３〕  入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 外国人留学生 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

小論文 面 接 調査書 小論文 面 接 調査書 

活 動 

報告書 

による

プレゼン 

テーション 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
小論文 面 接 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
面 接 

日本留学 

試 験 
小論文 面 接 

自 己 

推薦書 

個 人 

プレゼン 

テーション 

面 接 

素 点 100 200 100 200 100 50 200 100 20 80 700 150 50 700 200 

総合的に評価する 

評 価 の 比 重(*1) 100 67 33 57 29 14 50 25 5 20 78 17 6 78 22 

評価の 

観点 

《知識・技能》  ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○ ○ 

《思考力・判断力・ 

表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

《主体性を持って 

 多様な人々と協働 

 して学ぶ態度》 

○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○   ○  ○   ○ 

(*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した。 
 

 

 情報社会学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 

教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、情報技術を用いた課題解決について学ぶための基礎的な知識や

理解力を身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

課題解決のために収集した情報を解釈し、自分の考え・意見をまとめ、分かりやすく伝え表現する

ことができる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

異なる文化や多様な考えを持つ人々を受容し、情報技術を活用して地域が抱える課題の解決を行おうと

する意欲がある。 

 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 

この世界はたくさんの情報から成っています。しかし、情報は、それを見つける力を持たなければ

手にすることはできません。情報社会学科では、この「情報を見つける力」を獲得し、さまざまな 

ところから情報を取得し活用することを目指します。そして情報の活用により人々をつなぎ、世界を 

良くする人材を育成します。そのためには、高等学校段階までの幅広い領域の学力が必要です。特に、 

教科別に身に付けてほしいことを次に掲げます。 

▶「国語」：あらゆる科目の基礎として必要な、読解力及び解釈力、また論理的な思考力・表現力 

▶「外国語（英語）」：外国語で書かれた文章の読解力や解釈力、外国語で自らの考えを表明する表現力 

▶「地理歴史・公民」：将来、地域社会や世界において良識ある人物として活躍できるための知識・  

探究力及び問題解決に必要な能力  

▶「数学」及び「情報」：数式やプログラム等によって世界が記述できるという考え方及び基本的な 

概念や原理・法則の理解 

▶「理科」：科学的な観点・思考及び各領域における基本的な知識や法則 

▶ その他、ここに掲げていない分野（「芸術」や「保健体育」など）や課外活動等にも積極的に 

取り組んでおくことが望まれます。 
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〔３〕  入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 外国人留学生 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

小論文 面 接 調査書 小論文 面 接 調査書 
活 動 

報告書 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
小論文 面 接 

大学入学 

共通ﾃｽﾄ 
面 接 

日本留学 

試 験 
小論文 面 接 

自 己 

推薦書 

講 義 

理解力 

試 験 

面 接 

素 点 100 200 100 150 100 50 160 100 60 80 700 150 50 700 200 

総合的に評価する 

評 価 の 比 重(*1) 100 67 33 50 33 17 40 25 15 20 78 17 6 78 22 

評価の 

観点 

《知識・技能》  ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○  ○  ○ ○ ○ 

《思考力・判断力・ 

表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

《主体性を持って 

 多様な人々と協働 

 して学ぶ態度》 

○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○   ○  ○   ○ 

(*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した。 
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４  社会福祉学部について 

社会福祉学部社会福祉学科は、地域共生社会における多様な福祉ニーズに対応できる広い視野と福祉  

マインドを基盤として、専門知識と豊かな共感力、想像力を有するとともに、支援を必要とするすべての

人々の生活課題の解決に向けて、連帯・協働しながら主体的に考えて行動できる実践力と高い倫理観を  

有する人材の育成を目的としています。 

 社会福祉学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 

教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、社会福祉の理論や実践について学ぶための基礎的な知識や

理解力を身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

誰もが幸せに暮らせる社会の実現について他者とともに語らい、自分の意見をまとめて伝える      

ことができる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

人や社会に関心があり、他者を理解し共感しながら福祉社会の実現のために貢献しようとする      

意欲がある。 

 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 

社会福祉学科では、社会福祉の理論や実践を学ぶために、高等学校段階の教育課程を幅広く修得し、

国語・英語の基礎能力を基盤としつつ、社会への関心を強く持ち、社会における課題を解決するための

基礎的な能力を身に付けておくことが望まれます。特に、教科別に身に付けてほしいことを次に掲げます。  

▶「国語」：基礎的な読解力・表現力・コミュニケーション能力・思考力 

▶「英語」：基礎的な読解力・表現力・コミュニケーション能力 

▶「地理歴史・公民」、「数学」、「情報」及び「理科」：高等学校教育課程修了にふさわしい学力 

▶「福祉＊」：社会福祉の基礎的な知識 ＊福祉科や総合学科など、「社会福祉基礎」等を学ぶ教育課程がある高等学校等 

▶ その他、探究的な見方・考え方を身に付け、課題解決を行うための基礎的な能力を備えていることが 

望まれます。 

 

〔３〕 入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

面 接 調査書 面 接 
活 動 

報告書 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

自 己 

推薦書 

個 人 

プレ ゼン 

テーション 

面 接 

素 点 100 100 200 200 50 200 100 600 500 600 500 

評 価 の 比 重(*1) 100 33 67 80 20 67 33 55 45 55 45 

評価の観点 

《知識・技能》  ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

《思考力・判断力・ 

表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

《主体性を持って 

多様な人々と協働 

して学ぶ態度》 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

(*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した



7 
 

５  看護栄養学部について 

 看護栄養学部看護学科は、少子・超高齢社会において、地域のあらゆる人々の健康の維持・増進と生活の

質の向上を推進するために、確かな基礎看護力を基盤とした課題解決のための思考力と多職種協働力を備えた

質の高い専門性を有する看護人材の育成を目的としています。 

 看護栄養学部栄養学科は、少子・超高齢社会において、地域のあらゆる人々の健康と生活の質の向上を         

積極的に推進するために、対人援助力、課題解決思考力及び多職種協働力を備えた質の高い専門性を有する

管理栄養士の育成を目的としています。 

 

 看護学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 

教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を 

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、看護の理論や実践について学ぶための基礎的な知識や理解力を     

身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

人をとりまく様々な現象に自ら疑問を持ち、事実をもとに自分の意見をまとめて伝えることができる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

人や看護に関心があり、責任感や協調性を持って保健医療福祉のために貢献しようとする意欲がある。 

 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 

看護学科では、社会の変化に対応し、地域のあらゆる人々の健康の維持・増進と生活の質の向上を推進する

ために、幅広い分野の知識と技術を習得し、看護を実践する能力や多職種協働のできる能力を培います。 

そのために、高等学校段階での教育課程を幅広く習得し、大学での学びの基礎となる基礎学力を身に付けて

おくことが望まれます。特に、教科別に身に付けてほしいことを次に掲げます。 

▶「国語」及び「外国語（英語）」：文意を正確に読み取る読解力、論理的思考力、自らの考えを表現 

する力、多様な人々とコミュニケーションをとるための能力 

▶「地理歴史・公民」：物事を社会的視点から理解する能力 

▶「数学」及び「情報」：数学の基本的な概念や計算の基礎、論理的思考力、データサイエンスを学ぶ 

ための基本的なコンピュータリテラシーやデータの取扱いの基礎的能力 

▶「理科」：生命現象を理解するうえで必要となる生物や化学等の自然科学の基礎的知識と科学的思考力と

探究力 

▶ その他、特別活動や課外活動を通じて培った積極性や責任感、主体性、協調性を備えていることが 

望まれます。 
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〔３〕  入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

総合問題 面 接 調査書 総合問題 面 接 
活 動 

報告書 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

自 己 

推薦書 

個 人 

プレゼン 

テーション 

面 接 

素 点 100 200 100 250 200 50 250 100 100 700 200 600 300 

評 価 の 比 重(*1) 100 67 33 50 40 10 56 22 22 78 22 67 33 

評価の観点 

《知識・技能》  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

《思考力・判断力・ 

 表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

《主体性を持って 

多様な人々と協働 

して学ぶ態度》 

○  ○  ○ ○  ○ ○  ○  ○ 

 (*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した。 

 

 栄養学科のアドミッション・ポリシー  

〔１〕 求める学生像 

教育課程編成・実施の方針に定める教育を通して、卒業認定・学位授与の方針に定める学修の成果を 

あげるために必要な、次に掲げる学力を備えた人を求めます。 

《知識・技能》 

高等学校の教育課程を幅広く修得し、栄養管理の理論や実践について学ぶための基礎的な知識や理解力を

身に付けている。 

《思考力・判断力・表現力》 

社会における様々な課題について多面的に考察し、自分の意見を論理的に分かりやすく伝えることが

できる。 

《主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度》 

食と健康に関心があり、責任感や協調性を持って人々の健康福祉のために貢献しようとする意欲がある。 
 

〔２〕 高等学校段階までの学習で身に付けてほしいこと 

栄養学科では、少子・超高齢社会において、地域のあらゆる人々の健康と生活の質の向上を積極的に推進

するために、対人援助力、課題解決思考力及び多職種協働力を備えた質の高い専門性を有する管理栄養士の

育成を目的としています。このような質の高い管理栄養士となるために、必要とされる幅広い基礎的な 

能力を高等学校段階の教育課程で身に付けておくことが望まれます。そのため、特に、教科別に身に 

付けてほしいことを次に掲げます。 

▶「国語」及び「外国語（英語）」：文意を正確に読み取る読解力、論理的思考力、自らの考えを表現する力

及び多様な人々とコミュニケーションをとるための能力 

▶「地理歴史・公民」：物事を社会的視点から理解する能力 

▶「数学」及び「情報」：数学の基本的な概念や計算の基礎、論理的思考力、データサイエンスを学ぶ 

ための基本的なコンピュータリテラシーやデータの取扱いの基礎的能力 

▶「理科」：生命現象や食品の特性を理解するうえで必要となる生物や化学等の自然科学の基礎的知識と           

科学的思考力と探究力 

▶その他、特別活動や課外活動を通じて培った積極性や責任感、主体性、協調性を備えていることが望まれます。 
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〔３〕  入学者に予め身に付けておくことを求める学力と入学者選抜方法の対照表 

入 試 種 別 総合型選抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献人材 

発掘枠 
前期日程 後期日程 

選 抜 方 法 

一次 

選抜 

二次 

選抜 

面 接 調査書 面 接 
活 動 

報告書 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

大学入学 

共通テスト 
面 接 

自 己 

推薦書 

個 人 

プレ ゼン 

テーション 

面 接 

素 点 100 200 100 200 100 200 100 700 100 800 200 

評 価 の 比 重(*1) 100 67 33 67 33 67 33 88 13 80 20 

評価の観点 

《知識・技能》  ○  ○ ○ ○  ○  ○  

《思考力・判断力・ 

表現力》 
○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

《主体性を持って 

多様な人々と協働 

して学ぶ態度》 

○  ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

 (*1)各入試種別の合計点に対する選抜方法ごとの素点の割合（％）であり、小数点以下を四捨五入した。 
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６ 募集人員及び入学定員 

学部 学科 
入学 

定員 

募集人数 

総合型

選 抜 

学校推薦型選抜 一般選抜 

県内高校枠 
地域貢献 

人材発掘 

枠 

前期 

日程 

後期 

日程 

外国人 

留学生  
附属 

高校枠 

国際文化 

国際文化 ５０ ５ １６ 
 

９ １６ ４ 若干名 

若干名 

文化創造 ４５ ５ １４ 
 

８ １５ ３ 若干名 

若干名 

情報社会 ４０ ５ １３ 
 

７ １２ ３ 若干名 

若干名 

社会福祉 社会福祉 ８７ ９ ２８ 
 

１５ ２８ ７ － 

若干名 

看護栄養 

看 護 ５５ ４ ２２ 
 

５ ２１ ３ － 

若干名 

栄 養 ４２ ２ １２ 
 

８ １８ ２ － 

若干名 

合計 ３１９ ３０ １０５ ５２ １１０ ２２ 若干名 

（備考） 

・ 総合型選抜及び学校推薦型選抜において各学科の合格者が募集人員に満たない場合には、その欠員分は、

一般選抜前期日程の募集人員に加える。 

・ 附属高校枠の募集人員の合計は、最大 20 名程度とする（附属高校枠の合格者が募集人員を満たさない

場合、空き人員は附属高校以外の県内高校の枠となる）。 
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７  入学試験実施日程 
 

種 

別 

学校推薦型選抜 

県内高校枠 地域貢献人材発掘枠 

学 
 

部 

国際文化学部 

社会福祉学部 

看護栄養学部 

出 

願 

期 

間 

11 月 4 日（水）～ 13 日（金） 

試 

験 

日 

11  月  28 日（土） 11  月 29 日（日） 

合 

格 

発 

表 

12  月 7 日（月） 

所属学校長（高等学校長等）にも通知 

締

切

日 

入 

学 

手 

続 

12  月 18  日（金） 

 

 

 

８ 出願期間 
 

 
〔１〕 郵送の場合は、１１月１３日(金)１７時までに必着するよう、「簡易書留速達」郵便にて

郵送期間を十分に考慮の上、発送してください。出願期間後に到着したものは受け付けません。

ただし、出願期間後に到着したもので、１１月１１日（水）以前の発信局消印がある「簡易 

書留速達」郵便に限り、受け付けます。 

 

〔２〕 受付時間は、９時から１７時までです。ただし、 土曜日、日曜日及び祝日は受付できません。 

令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時【必着】 
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９ 学校推薦型選抜概要 

 

県内高校枠 

 出願資格  

（１） 県内高校枠は、山口県内に所在地のある高等学校、中等教育学校、特別支援学校高等部、 

本学が高等学校と同等の教育を行っていると認める学校(*)及び高等専門学校３年次を 

令和９年３月に卒業（修了）見込みの者を対象とする。 

* 学校教育法施行規則の規定に基づき文部科学大臣が認定又は指定した課程を有し、本学の求める

資料を提出できる学校とする。詳細に関しては、入試部門に問い合わせること。 

（２） 地域貢献人材発掘枠との併願は認めない。 

（３）  １校あたりの推薦人数の制限はない。 
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〔１〕 出願要件等（県内高校枠） 

 

県内高校枠 《国際文化学部 国際文化学科》 

募 集 人 員 １６人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文及び面接（英語面接を含む）の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の「全体の学習成績の状況」が３.５以上の者 

４ 国際文化学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 小論文、面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【小論文】 

文章の表現力とともに、国内外における社会的・文化的諸問題に関する基礎的 

知識、理解力、思考力・判断力を点数化して評価する。 

【面接】(*2) 

集団面接（英語面接を含む）を行い、国内外における社会的・文化的諸課題への

関心度及びその原因や背景を追求しようとする意欲や態度、異なる文化を持つ

人々との交流に必要な思考力・判断力を点数化して評価する。 

なお、英語面接では、英語で与えられた質問に対し、英語での応答と自己表現が

求められる。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 小論文を 150 点、面接を 100点、調査書を 50点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
小論文及び面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に 

合格者を決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。 
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県内高校枠 《国際文化学部 文化創造学科》 

募 集 人 員 １４人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の「全体の学習成績の状況」が３.５以上の者 

４ 文化創造学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 小論文、面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【小論文】 

日本文化や地域文化の価値について自分の考えをまとめる上での読解力、構成力、

論理的思考力、発想力及び表現力を点数化して評価する。 

【面接】(*2) 

集団面接を行い、異なる文化や多様な考えを持つ人々と共に地域文化を創造する 

上で求められる意欲や思考力、表現力を点数化して評価する。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 小論文を200点、面接を100点、調査書を50点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
小論文及び面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を

決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。 
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県内高校枠 《国際文化学部 情報社会学科》 

募 集 人 員 １３人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１  山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２  人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３  調査書の「全体の学習成績の状況」が３.６以上の者 

４  情報社会学科に対し、適性を有する者 

５  合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 小論文、面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【小論文】 

情報が持つ価値や社会とのさまざまな接点について自分の考えをまとめる上で  

必要な読解力、分析力、文章の構成力、思考力・表現力を点数化して評価する。 

【面接】(*2) 

集団面接を行い、異なる文化や多様な考えを持つ人々の間に立ち共生を目指す上で 

求められる意欲や表現力・思考力を点数化して評価する。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 小論文を 150 点、面接を 100点、調査書を 50点で評価する。 

合否判定基準 
小論文及び面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を

決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。
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県内高校枠 《社会福祉学部 社会福祉学科》 

募 集 人 員 ２８人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 志望動機が明確であり、社会福祉学科に対する適性を有する者 

３ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

４ 学業成績優秀の者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【面接】(*2) 

集団ディスカッションと個人面接を行う。 

集団ディスカッションでは、意見の論理性、表現力、説得力、洞察力、議論全体を 

適切にすすめていく態度及び他者とともに語らうことができる能力を点数化して評価 

する。 

個人面接では、質問への対応能力・表現力から、社会福祉を学ぶ意欲、 

コミュニケーション能力及び論理的思考力を点数化して評価する。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 面接を 200点、調査書を 50 点で評価する。 

合否判定基準 
面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を決定する。 

合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。
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県内高校枠 《看護栄養学部 看護学科》 

募 集 人 員 ２２人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、総合問題及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の「全体の学習成績の状況」が３.５以上の者 

４ 看護学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 総合問題、面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【総合問題】 

看護学科で学ぶための必要な学力として、国語（小論文を含み、古文・漢文を除く）の

基礎的な学力、読解力、論理的思考力及び表現力並びに英語の基礎的な学力、読解力等

をみる問題を出題し、点数化して評価する。 

【面接】(*2) 

個人面接を行い、志望理由及び看護職への興味・関心・動機等を中心とした質問に 

対する対応能力を通して、態度、理解力、判断力・表現力、主体性、社会性及び 

協調性に注目し、看護学を学ぶ意欲、対人関係能力、適性等を点数化して評価する。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 総合問題を 250 点、面接を 200 点、調査書を 50点で評価する。 

合否判定基準 
総合問題及び面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を

決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。 
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県内高校枠 《看護栄養学部 栄養学科》 

募 集 人 員 １２人(*1) 

選 抜 期 日 令和８年１１月２８日（土） 

選 抜 方 法 書類審査、面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 山口県内の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の「全体の学習成績の状況」が３.８以上の者 

４ 栄養学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 面接、調査書（全体の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【面接】(*2) 

集団ディスカッションと個人面接を行う。 

集団ディスカッションでは、論理的思考力・展開力、表現力、協調性・傾聴力、社会

性・責任感を点数化して評価する。 

個人面接では、志望理由及び食と栄養に携わる専門職への興味・関心・動機等の

質問に対する対応能力を通して、食と栄養等に関する知識・技能、さらにこれらの

学びを深めていく必要性に関する理解力、思考力・判断力・表現力及び積極性を 

点数化して評価する。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 面接を 200点、調査書を 100点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
面接の得点と調査書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を決定する。

合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)附属高校枠（若干名）を含む。 

(*2)面接では、調査書、推薦書及び志望理由書を参考とするが、評価の対象にはしない。  
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〔２〕 試験実施日時（県内高校枠） 

（１） 実施日 
２０２６年１１月２８日（土） 

（２） 試験時間 
試験時間は学科ごとに異なります。以下の内容をご確認ください。 

 

学部 学科 評価方法 試験時間 

 

 

 

 

 

 

国 際 文 化 学 部 

 

国 際 文 化 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

 

文 化 創 造 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

 

情 報 社 会 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

社 会 福 祉 学 部 社 会 福 祉 学 科 面 接 ９時３０分～ 

 

 

 

看 護 栄 養 学 部 

 

看 護 学 科 

総合問題 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時３０分～ 

栄 養 学 科 面 接 ９時３０分～ 

※試験開始時間は変更になる場合があります。 

※面接の順番等は当日に案内があります。事前にお答えすることはできません。 

※試験の終了時間は面接の順番によって異なります。面接の順番が最後になった場合は１７時

頃が終了時刻になります。 

 

〔３〕 試験場（県内高校枠） 

山口県立大学（山口県山口市桜畠６丁目２－１） 
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地域貢献人材発掘枠 

 出願資格  

（１）地域貢献人材発掘枠は、全国（山口県を含む）の高等学校、中等教育学校、特別支援学校 

高等部、本学が高等学校と同等の教育を行っていると認める学校(*)及び高等専門学校３年次を 

令和９年３月に卒業（修了）見込みの者を対象とする。将来、地域の活力創出や健康づくりに 

貢献できるリーダーとして、活躍が期待される人材の発掘を目的とする。そのために、学校の 

内外で意欲的に取り組んだ活動等の過程、成果及び展望を積極的に評価する。 

   ＊学校教育法施行規則の規定に基づき文部科学大臣が認定又は指定した課程を有し、本学の求める

資料を提出できる学校とする。詳細に関しては、入試部門に問い合わせること。 

（２）県内高校枠との併願は認めない。 

（３）１校あたりの推薦人数の制限はない。 
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〔１〕 出願要件等（地域貢献人材発掘枠） 

 

地域貢献人材発掘枠 《国際文化学部 国際文化学科》 

募 集 人 員 ９人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文及び面接（英語面接を含む）の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者  

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 以下のいずれかの条件を満たす者 

① 調査書の国語、外国語又は英語、地理歴史、公民の中で、「教科の学習 

成績の状況」が３.７以上の教科が２教科以上ある者 

② 日本以外の国や地域に、小学校入学年齢以降に６カ月以上継続滞在した者 

４ 国際文化学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 小論文、面接、調査書（全体の学習成績の状況）、活動報告書 

評 価 基 準 

【小論文】 

文章の表現力とともに、国内外における社会的・文化的諸問題に関する基礎的知識、

理解力、思考力・判断力を点数化して評価する。 

【面接】(*1) 

集団面接（英語面接を含む）を行い、国内外における社会的・文化的諸課題への 

関心度及び地域の国際化に貢献しようとする意欲や態度、異なる文化を持つ人々との

交流に必要な思考力・判断力を点数化して評価する。 

なお、英語面接では、英語で与えられた質問に対し、英語での応答と自己表現が 

求められる。 

【調査書】 

「全体の学習成績の状況」を点数化して評価する。 

【活動報告書】(*2) 

主体的・協働的な学びの過程とその成果及びそれによって身に付けることができた

資質・能力を、入学後の学習にどのように活かすことができるかの展望を点数化して

評価する。 

配 点 小論文を 150 点、面接を 100点、調査書を 50点、活動報告書を 100点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 

小論文及び面接の得点と調査書及び活動報告書の評価点との合計で順位を決め、 

高得点順に合格者を決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位と

する。 

(*1)面接では、調査書、推薦書及び活動報告書を参考とするが、評価の対象にはしない。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色 

ある教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
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地域貢献人材発掘枠 《国際文化学部 文化創造学科》 

募 集 人 員 ８人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文、プレゼンテーション及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の国語、外国語又は英語、地理歴史、芸術(*1)の中で、「教科の学習 

成績の状況」が３.７以上の教科が２教科以上ある者 

４ 文化創造学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 
小論文、プレゼンテーション、面接、調査書（国語、外国語又は英語、地理歴史、芸

術の中で、成績のよい 2つの教科の学習成績の状況） 

評 価 基 準 

【小論文】 

日本文化や地域文化の価値について自分の考えをまとめる上での読解力、 

構成力、論理的思考力、発想力及び表現力を点数化して評価する。 

【活動報告書（*2)によるプレゼンテーション）】 

集団でプレゼンテーションを行い、主体的・協働的な学びの過程とその成果及び 

それによって身に付けることができた資質・能力を、入学後の学習にどのように 

活かすことができるかの展望についての意欲や思考力、表現力を点数化して評価 

する。 

【面接】（*3) 

集団面接を行い、異なる文化や多様な考えを持つ人々と共に地域文化を創造する上で

求められる意欲や思考力、表現力を点数化して評価する。 

【調査書】 

国語、外国語又は英語、地理歴史、芸術(*1)の中で、成績のよい２つの教科の「学習

成績の状況」を点数化して評価する。 

配 点 
小論文を 200 点、面接を 100 点、調査書を 20 点、プレゼンテーションを 80 点で 

評価する。 

合 否 判 定 基 準 

小論文及び面接の得点と調査書及びプレゼンテーションの評価点との合計で順位を

決め、高得点順に合格者を決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を

上位とする。 

(*1)「芸術」が開設されていない場合は、「美術」又は「音楽」を採用する。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色 

ある教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
(*3)面接では、調査書、推薦書及び活動報告書を参考とするが、評価の対象にはしない。 
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地域貢献人材発掘枠 《国際文化学部 情報社会学科》 

募 集 人 員 ７人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、小論文及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の国語、外国語又は英語、数学、情報（*1）の中で、「教科の学習 

成績の状況」が３.７以上の教科が２教科以上ある者 

４ 情報社会学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 
小論文、面接、調査書（国語、外国語又は英語、数学、情報の中で、成績のよい 2つ

の教科の学習成績の状況）、活動報告書 

評 価 基 準 

【小論文】 

情報が持つ価値や社会とのさまざまな接点について自分の考えをまとめる上で 

必要な読解力、分析力、文章の構成力、思考力・表現力を点数化して評価する。 

【面接】 

集団ディスカッションを行い、異なる文化や多様な考えを持つ人々の間に立ち共生を

目指す上で求められる意欲や表現力・思考力を点数化して評価する。 

【調査書】 

国語、外国語又は英語、数学、情報(*1)の中で、成績のよい２つの教科の「学習 

成績の状況」を点数化して評価する。 

【活動報告書】(*2) 

主体的・協働的な学びの過程とその成果及びそれによって身に付けることができた 

資質・能力を、入学後の学習にどのように活かすことができるかの展望を点数化して

評価する。 

配 点 小論文を 160点、面接を 100点、調査書を 60点、活動報告書を 80点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 

小論文及び面接の得点と調査書及び活動報告書の評価点との合計で順位を決め、 

高得点順に合格者を決定する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位と

する。 

(*1)「情報」の科目を他の教科の科目によって代替しており、かつ、調査書に「情報」の「教科の学習成績の状況」が記載 

されない場合は、代替科目の「科目の学習成績の状況」を採用する。なお、共通教科「情報」と専門教科「情報」の 

いずれも開設している場合は、成績の良い教科を採用する。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が 

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色ある

教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
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地域貢献人材発掘枠 《社会福祉学部 社会福祉学科》 

募 集 人 員 １５人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 志望動機が明確であり、社会福祉学科に対する適性を有する者 

３ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

４ 学業成績優秀の者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 面接、活動報告書 

評 価 基 準 

【面接】(*1) 

集団ディスカッションと個人面接を行う。 

集団ディスカッションでは、意見の論理性、表現力、説得力、洞察力、議論全体を

適切にすすめていく態度及び他者とともに語らうことができる能力を点数化して評価

する。 

個人面接では、質問への対応能力・表現力から、社会福祉を学ぶ意欲、 

コミュニケーション能力及び論理的思考力を点数化して評価する。 

【活動報告書】(*2) 

主体的・協働的な学びの過程とその成果及びそれによって身に付けることができた 

資質・能力を、入学後の学習にどのように活かすことができるかの展望を点数化して

評価する。 

配 点 面接を 200点、活動報告書を 100点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
面接の得点と活動報告書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を決定 

する。合計点が同点の場合は、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)面接では、調査書、推薦書及び活動報告書を参考とするが、評価の対象にはしない。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色 

ある教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
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地域貢献人材発掘枠 《看護栄養学部 看護学科》 

募 集 人 員 ５人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、総合問題及び面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～５の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 調査書の「全体の学習成績の状況」が３.５以上の者 

４ 看護学科に対し、適性を有する者 

５ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 総合問題、面接、活動報告書 

評 価 基 準 

【総合問題】 

看護学科で学ぶための必要な学力として、国語（小論文を含み、古文・漢文を 

除く）の基礎的な学力、読解力、論理的思考力及び表現力並びに英語の基礎的な 

学力、読解力等をみる問題を出題し、点数化して評価する。 

【面接】(*1) 

個人面接を行い、志望理由及び看護職への興味・関心・動機等を中心とした質問に

対する対応能力を通して、態度、理解力、判断力・表現力、主体性、社会性及び 

協調性に注目し、看護学を学ぶ意欲、対人関係能力、適性等を点数化して評価する。 

【活動報告書】(*2) 

主体的・協働的な学びの過程とその成果及びそれによって身に付けることができた 

資質・能力を、入学後の学習にどのように活かすことができるかの展望を点数化して

評価する。 

配 点 総合問題を 250 点、面接を 100 点、活動報告書を 100 点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
総合問題及び面接の得点と活動報告書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に 

合格者を決定する。合計点が同点の場合には、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)面接では、調査書、推薦書及び活動報告書を参考とするが、評価の対象にはしない。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色 

ある教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
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地域貢献人材発掘枠 《看護栄養学部 栄養学科》 

募 集 人 員 ８人 

選 抜 期 日 令和８年１１月２９日（日） 

選 抜 方 法 書類審査、面接の結果を総合して選抜する。 

出 願 期 間 令和８年１１月４日（水）～１１月１３日（金）１７時《必着》 

出 願 要 件 

次の１～６の全てに該当する者 

１ 全国（山口県を含む）の高等学校等を令和９年３月に卒業（修了）見込みの者 

２ 人物・性行等、所属学校長（高等学校長等）が責任をもって推薦し得る者 

３ 物理、化学、生物、地学のうち２科目を履修している者 

４ 調査書の理科の「教科の学習成績の状況」が４.０以上の者 

５ 栄養学科に対し、適性を有する者 

６ 合格した場合は、必ず本学に入学する者 

推 薦 人 数 １校当たりの人数制限なし 

合 格 発 表 日 令和８年１２月７日（月） 

評 価 方 法 面接、活動報告書 

評 価 基 準 

【面接】(*1) 

集団ディスカッションと個人面接を行う。 

集団ディスカッションでは、論理的思考力・展開力、表現力、協調性・傾聴力、 

社会性・責任感を点数化して評価する。 

個人面接では、志望理由及び食と栄養に携わる専門職への興味・関心・動機等の

質問に対する対応能力を通して、食と栄養等に関する知識・技能、さらにこれらの

学びを深めていく必要性に関する理解力、思考力・判断力・表現力及び積極性を 

点数化して評価する。 

【活動報告書】(*2) 

主体的・協働的な学びの過程とその成果及びそれによって身に付けることができた 

資質・能力を、入学後の学習にどのように活かすことができるかの展望を点数化して

評価する。 

配 点 面接を 200点、活動報告書を 100点で評価する。 

合 否 判 定 基 準 
面接の得点と活動報告書の評価点との合計で順位を決め、高得点順に合格者を決定 

する。合計点が同点の場合には、面接の得点が高い者を上位とする。 

(*1)面接では、調査書、推薦書及び活動報告書を参考とするが、評価の対象にはしない。 

(*2)学校の内外で意欲的に取り組んだ活動（生徒会活動、部活動、ボランティア活動、専門高校の校長会や民間事業者等が

実施する資格・検定等、その他生徒が自ら関わってきた諸活動、各種大会・コンクール等、留学・海外経験等、特色 

ある教育課程を実施する学校における学習活動等）を志願者本人が記載する。 
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〔２〕 試験実施日時（地域貢献人材発掘枠） 

 

（１） 実施日 

２０２６年１１月２９日（日） 

（２） 試験時間 
試験時間は学科ごとに異なります。以下の内容をご確認ください。 

 

学部 学科 評価方法 試験時間 

 

 

 

 

 

 

国 際 文 化 学 部 

 

国 際 文 化 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

 

文 化 創 造 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

 

情 報 社 会 学 科 

小 論 文 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時～ 

社 会 福 祉 学 部 社 会 福 祉 学 科 面 接 ９時３０分～ 

 

 

 

看 護 栄 養 学 部 

 

看 護 学 科 

総合問題 
９時３０分～１１時 

（９０分） 

面 接 １２時３０分～ 

栄 養 学 科 面 接 ９時３０分～ 

※試験開始時間は変更になる場合があります。 

※面接の順番等は当日に案内があります。事前にお答えすることはできません。 

※試験の終了時間は面接の順番によって異なります。面接の順番が最後になった場合は 

１７時頃が終了時刻になります。 

 

〔３〕 試験場（地域貢献人材発掘枠） 

山口県立大学（山口県山口市桜畠６丁目２－１） 
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10 出願書類等 
 

出願に必要な書類等 作 成 方 法 等 

入 学 志 願 票 

（全 員） 

インターネット出願・入学手続サイトへ登録・入学試験料決済後に印刷 

できます。 

インターネット出願・入学手続サイトのマイページにログインし、『出願

申込一覧』から印刷（Ａ４・片面）して、提出してください。 

写      真      票 

（全 員） 

インターネット出願登録時に志願者本人の顔写真データをアップロード

後、写真票を印刷（Ａ４・片面・カラー）して、切り取り線で切り取って提出

してください。 

※顔写真データ（形式は jpeg、png、bitmap、gif）が必要です。 

※上半身・無帽・正面向きで、提出前３か月以内に撮影した鮮明な写真を 

ご準備ください。 

※アプリ等で加工・修正を施したものは使用できません。 

※データは１０ＭＢまでとします。 

※顔写真データは制服姿・私服姿のどちらでも結構です。ただし、入学 

手続時には私服姿の顔写真データが必要となります。 

所 属学校長の推薦書 

（全 員） 

本学Webページ（https://www.yamaguchi- pu.ac.jp/ee/webapply/about/） から 

様式をダウンロードし、作成・押印後、提出してください。 

なお、推薦書には、アドミッション・ポリシーに対応する志願者本人の 

学習歴や活動歴を踏まえた学力の三要素に関する評価について記載して 

ください。 

Ａ４・片面印刷で提出してください。 

志 望 理 由 書 

(県内高校枠のみ) 

本学Webページ（https://www.yamaguchi- pu.ac.jp/ee/webapply/about/） から 

様式をダウンロードし、志願者本人が自身で考えて自筆したものを提出して

ください。 

Ａ４・片面印刷で提出してください。(ホッチキス等で留めないでください) 
 

活 動 報 告 書 

(地域貢献人材発掘枠のみ) 

本学 Webページ（https://www.yamaguchi- pu.ac.jp/ee/webapply/about/） から 

様式をダウンロードし、志願者本人が自身で考えて自筆したものを提出して

ください。 

Ａ４・片面印刷で提出してください。(ホッチキス等で留めないでください) 
 

調      査      書 

（全 員） 

文部科学省が定めた様式により所属学校長（高等学校長等）が 作成し、

厳封したものを提出してください。 

なお、高等専門学校の３年次修了見込み者は、所定の調査書に準じて所属

学校長が作成したものを提出してください。 

海外滞在期間報告書 

（地域貢献人材発掘枠

の国際文化学科出願者

で該当者のみ） 

国際文化学科のＰ２１「出願要件」の３の②により出願する者は、海外滞在期間

報告書を本学Webページ（https://www.yamaguchi- pu.ac.jp/ee/webapply/about/）

から様式をダウンロードして必要事項を記入の上、次の書類を添付して 

ください。 

日本以外の国や地域に、小学校入学年齢以降に６カ月以上継続滞在したこ

とを証するもの（滞在期間のわかるパスポートの写し、海外での就学期間を

証明できる書類、海外在留証明書など） 

※パスポートの写しを提出した方は、試験当日は必ず原本を持参してくださ

い。持参していない場合は、受験できません。 

入 学 試 験 料 

（全 員） 

１７,０００円 
インターネット出願登録時の指示に従って、支払いを済ませてください。 

※納入された入学試験料は、Ｐ３４「〔３〕入学試験料の返還について」の 

（１）①②③④の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。 
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11  出願方法 
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12  出願等に関する共通事項 

〔１〕  障害等のある入学志願者との事前相談 

本学に入学を志願する者で、障害等がある者は、受験上及び修学上特別な配慮を要することが 

ありますので、出願の前にあらかじめ本学に申し出てください。 

なお、事前相談は受験者の負担軽減や、他の受験者に比べて不利にならないよう配慮するために行う

ものであり、相談することにより受験者に不利益を与えるものではありません。 

 

(１) 相談の時期 

令和８年１０月９日（金）まで 

受付時間は、９時から１７時までです。ただし、土曜日、日曜日及び祝日は受付できません。 

 

(２) 相談の方法 

相談に当たっては、次の内容を記載した事前相談書（様式自由）を提出してください。 

必要な場合は、本学において志願者又はその立場を代弁し得る所属高等学校関係者等との面談を 

行います。 

①  氏名、生年月日、連絡先及び所属高等学校等名 

②  出願を希望する試験種別及び学部・学科 

③  障害の種類・程度（医師の診断書を添付すること） 

④  受験上及び修学上希望する具体的措置 

⑤  高等学校等における生活状況等（主として授業関係） 

⑥ その他参考となる事項 

 

(３) 提出先及び連絡先 

 

 

〔２〕 出願に当たっての注意事項 

(１) 国公立大学の学校推薦型選抜への出願は、一つの大学・学部に限ります。また、学校推薦型 

選抜の合格者は、入学辞退を許可された場合を除き、本学及び他の国公立大学の一般選抜を受験 

しても入学許可は得られません。 

 

(２) 「出願書類」は、インターネット出願・入学手続サイトから宛名を印刷して、角２封筒に貼り 

付け「簡易書留速達」郵便により郵送してください。角２封筒は各自でご用意ください。 

 

(３) 入学志願票等は、本学で受付後、返還・取消及び書類の記載事項の訂正はできません。 

ただし、氏名、住所、電話番号に変更があった場合には、上記入試部門まで連絡してください。 

 

(４)  出願書類に不備がある場合は、受付をしませんので、出願の際には十分に確認してください。 

 

提出先及び連絡先 

〒７５３-８５０２ 山口県山口市桜畠６丁目２番１号

山口県立大学 学生部入試部門 

電話 ０８３-９２９-６５０３（直通） 

 ０８３-９２９-６６００（代表） 
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(５) 受験票は、印刷が可能になった段階で出願時に登録のあったメールアドレス宛にお知らせします 

ので、インターネット出願・入学手続サイトからＡ４サイズで印刷して試験当日持参してください。 

 

(６) 出願時に故意に虚偽の内容を登録した場合（本人以外の写真を登録する又は本人以外の情報を登録 

する等）は、不正行為となります。不正行為と認定された場合は、受験は認められません。 

また、入学許可後、出願書類の記載と相違する事実が判明した場合には、入学を取り消すことが

あります。 

 

〔３〕 入学試験料の返還について 

(１)  次に該当した場合は、納付済の入学試験料を返還します。 

①  入学試験料を納付済であるが、山口県立大学に出願しなかった場合 

②  入学試験料を誤って二重に納付した場合 

③  出願書類等を提出したが、出願が受理されなかった場合 

④  出願受付後に出願無資格者であることが判明した場合 

 

(２) 返還請求の方法 

上記(１)①又は②に該当した場合は、本学Webページ 

（https://www.yamaguchi-pu.ac.jp/ee/eo/faq/henkan/）から「入学試験料返還請求申出書」を 

ダウンロード後、印刷して 必要事項を記入の上、郵送してください。若しくは、下記の連絡先

まで連絡の上、１１０円分の切手を貼付した返信用封筒を郵送してください。封筒到着後 

（１２月１日以降）に「入学試験料返還請求申出書」を返送しますので、必要事項を記入の上、

郵送してください。 

上記(１)③又は④に該当した場合は、出願書類返却の際に「入学試験料返還請求申出書」等を 

同封しますので、必要事項を記入の上、郵送してください。 

 

 

〔４〕 受験に当たっての注意事項 

(１) 試験当日の注意事項 

①  試験場の下見をする場合は、１１月２７日（金）の１３時から１７時までの間に行えます。 

ただし、建物内に入ることはできません。 

②  試験当日は、本学の「受験票」を必ず持参してください。 

③  試験開始２０分前までに指定された試験室又は控室に入室してください。 

④  試験開始後３０分を超えて遅刻した者は、受験できません。 

⑤  試験場では、すべて係員の指示に従ってください。 

⑥ 試験会場では、昼食の販売はしませんので、各自で準備してください。 

⑦  試験当日の事故・病気等に備え、健康保険資格の確認ができる書類（マイナ保険証、資格  

確認書等）を持参してください。 

郵送先 

〒７５３-８５０２ 山口市桜畠６丁目２番１号

山口県立大学 学生部入試部門 

電話 ０８３-９２９-６５０３（直通） 

 ０８３-９２９-６６００（代表） 
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⑧ 試験当日は身分証明書（生徒証・学生証・マイナンバーカード・運転免許証等）を必ず持参し

てください。不正行為が疑われる場合や受験票を持参し忘れた場合等、本人確認のため提示を

求めることがあります。 

 

(２) 試験時間中の注意事項 

① 所持品の取扱い 

ア  受験票のほかに試験時間中、机の上に置けるものは、次のとおりです。 

・ 黒鉛筆（定規の機能を備えた鉛筆、和歌・格言等が印刷されているものは不可）、鉛筆 

キャップ、シャープペンシル（黒い芯に限る） 

・ プラスチック製の消しゴム 

・ 鉛筆削り（電動式、大型のもの、ナイフ類は不可） 

・ 時計（辞書、電卓、端末等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの・ 

秒針音のするもの・キッチンタイマーや学習タイマー・大型のものは不可） 

・ 眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの） 

※ これ以外の所持品を使用又は置いている場合には、解答を一時中断させて、試験終了まで

預かることがあります。 

イ  試験時間中に、次のものを使用してはいけません。 

・ 定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む）、コンパス、電卓、そろばん、グラフ用紙等の 

 補助具 

・ 携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等）、

タブレット端末、電子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類 

※ これらの補助具や電子機器類をかばん等にしまわず、身に付けたり手に持っていると不正

行為となることがあります。なお、通信機能のある電子機器類（携帯電話、スマート  

フォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末等）

は、かばんの中にしまっていなければ、電源が切られていても、使用しているものとし、

不正行為となります（衣類のポケット等に入れていた場合も、使用しているものとし、 

不正行為となります。）。また、イヤホンは耳に装着していれば使用しているものとし、

不正行為となります。 

ウ 試験時間中に使用してはいけない電子機器類は、試験室に入る前に必ずアラームの設定を 

解除し電源を切っておいてください。 

エ 試験の実施に影響を与える恐れがある場合や不正行為が疑われる場合に、監督者等が 

所持品を確認することがあります。 

オ 英文字や地図等がプリントされている服等は着用しないでください。 

カ 耳栓は、監督者の指示が聞こえない場合がありますので、使用できません。 

 

② その他の注意事項 

ア 配布された問題冊子は、その試験時間が終了するまで、試験室から持ち出すことは    

できません。持ち出した場合は、不正行為となります。 

イ 試験時間中に、監督者が写真票と受験者の顔の確認を行います。本人確認のために、顔を上

げるよう監督者が指示することや、マスクや眼鏡、帽子等を一時的に外すよう監督者が 
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指示することがあります。 

ウ 試験時間中に日常的な生活騒音等（監督者の巡視による足音・監督者の業務上必要な打ち

合わせなど、航空機・自動車・風雨・空調の音など、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻を

すする音など、携帯電話や時計等の短時間の鳴動、建物のチャイム音など）が発生した場合

でも救済措置は行いません。 

 

(３) 不正行為 

①  次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は、その場で受験の中止と退室

を指示され、それ以後の受験はできなくなります。また、受験した試験の成績を無効とします。

なお、不正行為については、状況により警察へ被害届を提出する等の対応をとる場合があります。 

ア  インターネット出願・入学手続サイトから取得した受験票等の内容を改ざんすること。 

イ 解答用紙（レポート、発表用紙を含む。以下同様）へ故意に虚偽の記入（本人以外の氏名・

受験番号を記入する等）をすること。 

ウ  カンニング（試験の教科・科目に関係するメモやコピーなどを机上等に置いたり見たり 

すること、教科書、参考書、辞書等の書籍類の内容を見ること、他の受験者の答案等を見る

こと、他の人から答えを教わることなど）をすること。 

エ  他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをしたりすること。 

オ  配付された問題冊子を、その試験時間が終了する前に試験室から持ち出すこと。 

カ  解答用紙を試験室から持ち出すこと。 

キ  「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり解答を始めたりすること。 

ク  試験時間中に、定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む）、コンパス、電卓、そろばん、

グラフ用紙等の補助具を使用すること。 

ケ 試験時間中に、電子機器類（携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、スマート 

ウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末、電子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、

音楽プレーヤー等を使用すること。 

※通信機能のある電子機器類（携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマート 

ウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末等）は、かばんの中にしまっていなければ、

電源が切られていても、使用しているものとし、不正行為となります（衣類のポケット等に

入れていた場合も、使用しているものとし、不正行為となります。）。 

 ※イヤホンは、耳に装着していれば使用しているものとし、不正行為となります。 

コ 「解答やめ。鉛筆を置いてください。解答用紙、試験問題をそれぞれ裏返しにして 

ください。」の指示に従わず、鉛筆や消しゴムを持っていたり解答を続けたりすること。 

 

②  上記①以外にも、次のことをすると不正行為となることがあります。指示等に従わず、不正 

行為と認定された場合の取扱いは、①と同様です。 

ア 試験時間中に、定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む）、コンパス、電卓、そろばん、 

グラフ用紙等の補助具や電子機器類（電子辞書、ICレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等）

教科書、参考書、辞書等の書籍類をかばん等にしまわず、身に付けていたり手に持っていたり 

すること。 

※通信機能のある電子機器類（携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマート 

ウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末等）は、かばんの中にしまっていなければ、
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電源が切られていても、使用しているものとし、不正行為となります（衣類のポケット等に

入れていた場合も、使用しているものとし、不正行為となります）。 

イ  試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を長時間鳴らすなど、

試験の進行に影響を与えること。 

ウ  試験に関することについて、自身や他の受験者が有利になるような虚偽の申出をすること。

エ  試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

オ  試験場において監督者等の指示に従わないこと。 

カ  その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。 

 

〔５〕 入学試験における感染症（新型コロナウイルス、インフルエンザ等）への対応について 

試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（新型コロナウイルス、     

インフルエンザ、ノロウイルス等）に罹患し治癒していない場合は、他の受験者や試験監督者等への 

感染のおそれがありますので、受験を認めません。試験当日の体調管理には十分注意してください。 

ただし、症状により医療機関において伝染のおそれがないと認められた場合はこの限りではありません。 

なお、上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、追試験等の特別措置および入学試験料の返還は

いたしません。 

 

〔６〕 合格発表 

発表日時：令和８年１２月７日（月）１０時 

合格者の発表は、合格者の受験番号を本学Webページ（https://www.yamaguchi-pu.ac.jp/）に掲載 

することで行います。郵送による通知は行いません。 

なお、電話等による合否の問い合わせには一切応じません。 

 

〔７〕 入学手続等 

本選抜での合格者は、必ず本学に入学することとなっています。詳しくは、県内高校枠（１３～１８

ページ）および地域貢献人材発掘枠（２１～２６ページ）の出願要件を確認してください。 

入学手続は、本学インターネット出願・入学手続サイトのマイページから行います。 

 

(１) 入学手続期間 

令和８年１２月７日（月）から１２月１８日（金）１７時まで【必着】 

入学手続を完了しない者は、入学辞退者として取り扱いますが、上記期間内にインターネット出願・

入学手続サイトから入学辞退手続きを行うようにしてください。 

 

(２) 入学手続方法 

① インターネット出願・入学手続サイトから入学手続（個人情報及び保証人情報等の登録、 

写真データのアップロード提出、入学料の支払い等）を行い、（１）の入学手続期間内に、入学

手続書類を郵送又は本学の窓口に直接持参してください。郵送の場合は、必ず簡易書留速達  

郵便で送付してください。なお、入学手続期間最終日の１７時必着ですのでご注意ください。 

窓口に持参する場合の受付時間は９時から１７時までです。ただし、土曜日、日曜日及び祝日は

受け付けません。 

② 入学料（県内生１４１,０００円、県外生２８２,０００円）の支払い時には、所定の 

手数料が必要です（大学での現金受領は行いません）。 

https://www.yamaguchi-pu.ac.jp/）に掲
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（注）「県内生」とは、本人又はその配偶者若しくは一親等の親族が令和８年４月１日から引き

続き山口県内に住所を有する者をいい、「県外生」とは、県内生以外の者をいいます。 

なお、県内生は、合格発表以降に発行された住民票の写し等県内生に該当することを証

する書面の提出をしてください。 

※「住民票の写し」：役所が公式に発行する証明書の原本 

③  本選抜に合格し、入学手続を完了した者は、それ以降これを取り消して本学及び他の国公立

大学に入学手続きをすることはできません。 

④  一度受理した入学手続書類及び既納の入学料は、返還しません。 

⑤  卒業見込み、修了見込み又は該当見込みで出願した者で、令和９年３月３１日までに所定の

入学資格を取得することができなかった者は、入学許可を取り消します（卒業後速やかに高等

学校等の卒業証明書を提出してください）。 

⑥  国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うため、氏名、性別、生年月日、 

高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に限って、学校推薦型選抜の合格及び 

入学手続等に関する個人情報が、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に 

提供されます。 

 

 

(３) 入学手続書類送付先 

 

 

〔８〕 合格しなかった場合の取扱い等 

不合格となった場合に、一般選抜試験を受験しようとするときは、あらためて「令和９年度   

（２０２７年度）学生募集要項【一般選抜】」に定められた出願手続を行ってください。 

一般選抜試験を受験しようとする場合、あらかじめ大学入学共通テストを受験しておかなければ

なりません。 

 

〔９〕 個人情報の利用 

本学が保有する個人情報については、「公立大学法人山口県立大学における個人情報の保護に関

する規程」に基づき取り扱います。出願時に大学が取得した氏名、住所その他の個人情報は、次の

目的以外には利用しません。 

(１) 入学者選抜（出願処理、試験実施、成績処理等）、合格通知、入学手続案内、入学者選抜 

方法の調査・研究等の入試事務及びこれに付随する業務 

(２) 入学に伴う教務事務（学籍、修学指導等）、学生支援事務（健康管理、奨学金申請、後援会、

山口県立大学生活協同組合、校友会等）、授業料等の収納事務及びその他付随する業務 

 

〔10〕 入学試験の成績等 

本学の入学試験を受験した者は、入学試験に係る個人別成績を知ることができます。 

申込みがあれば、点数評価又は段階評価で成績を提供しますので、詳しくは、本学Webページ 

〒７５３-８５０２ 山口県山口市桜畠６丁目２番１号

山口県立大学 学生部入試部門 

電話 ０８３-９２９-６５０３（直通） 

 ０８３-９２９-６６００（代表） 
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（https://www.yamaguchi-pu.ac.jp/ee/eo/faq/seisekikaiji/）をご確認ください。 

なお、成績の提供は令和９年４月１５日（木）以降とさせていだだきます。 

 

〔11〕 その他の案内 

(１) 入学時に要する経費 

① 入学料（入学手続時納付） 

  入学手続の際には、下記の入学料を納付する必要があります。 

県内生 １４１,０００円 

県外生 ２８２,０００円 

（注）上記入学料は令和８年度の額であり、入学料が改定になった場合は、改定後の金額と 

なります。 

 

② 授業料（入学後納付） 

年額５３５,８００円を前期（２６７,９００円）と後期（２６７,９００円）に分けて納入します。 

（注）上記授業料は令和８年度の額であり、授業料が改定になった場合は、改定後の金額と 

なります。 

 

③  会費等（下記会費等は令和８年度の額であり、今後変更される場合があります） 

事   項 

国際文化学部 

社会福祉学部 

看護栄養学部 

国際文化学科 文化創造学科 情報社会学科 

看護学科 栄養学科 

教育後援会費（入会費等） 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 

教育後援会費（年会費） 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 

学生自治会費（４年分） 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 

校友会費（終身会費） 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000 

学生教育研究災害傷害保険料（４年分） 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 

学研災付帯賠償責任保険料（４年分） 1,360 1,360 1,360 1,360 ― 1,360 

総合補償制度「WILL」保険料（１年分） ― ― ― ― 4,500 ― 

計 106,660 106,660 106,660 106,660 109,800 106,660 

※この会費等とは別に個々の授業において、授業に必要な経費を徴収することがあります。 

 

(２) 山口県内で発生した風水害等の災害における被災者に対する入学料の免除 

入学前１年以内において、山口県内で発生した風水害等で被災された方に対し、本学が実施

する令和９年度学部入学者選抜試験（一般選抜、学校推薦型選抜、総合型選抜及び外国人 

留学生選抜）の合格者の入学料を免除します。 

① 対象者 

本学の学部に入学する者が次のいずれかに該当するとき。 

ア  入学前１年以内において、入学する者又は入学する者の学資を主として負担する者（以下 

「学資負担者」という。）が、山口県内で発生した風水害等の災害（以下「災害」という）

を受けた場合。 

イ  前号に準ずる場合であって、理事長が相当と認める理由がある場合。 

② 免除要件及び免除額 

（全額免除） 

http://www.yamaguchi-pu.ac.jp/ee/eo/faq/seisekikaiji/
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〇災害発生時に、入学する者又は学資負担者が災害救助法適用地域に居住していた場合で 

あって、学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流出したとき 

〇災害発生時に、入学する者又は学資負担者が災害救助法適用地域に居住していた場合で 

あって、学資負担者が死亡又は行方不明となったとき 

（全額免除又は半額免除） 

〇理事長が相当と認める理由がある場合 

③ 申請の方法 

入学料の免除を希望する方は、入学手続前に山口県立大学入試部門にお問い合わせください。

申請書類を送付しますので、期日までに提出してください（申請には、り災証明書・死亡 

又は行方不明を証明する書類等の被災を証明する書類が必要です）。 

④ 免除の方法 

免除が許可された後に、入学料を徴収しない方法で免除（全額又は半額）します。 

 

(３) 令和８年熊本地震における被災者に対する入学試験料等の免除  

令和８年熊本地震で被災された方に対し、本学が実施する令和９年度学部入学者選抜試験

（一般選抜、学校推薦型選抜、総合型選抜及び外国人留学生選抜）の入学試験料及び合格者の

入学料を免除します。 

① 対象者 

令和８年熊本地震における災害救助法が適用されている地域で被災した志願者で、 

以下のいずれかに該当するとき。 

ア 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流出した場合。 

イ 主たる家計支持者が震災等により死亡又は行方不明の場合。 

② 申請の方法 

入学試験料の免除を希望する方は出願前、入学料の免除を希望する方は入学手続前に 

山口県立大学入試部門にお問い合わせください。申請書類を送付しますので、期日までに 

提出してください（申請には、り災証明書・死亡又は行方不明を証明する書類等の被災を 

証明する書類が必要です）。 

③ 免除の方法 

免除を申請される場合でも、出願の際には入学試験料の支払いが必要です。免除が許可 

された後に入学試験料を返還します。なお、入学料については、徴収しない方法で免除します。 

 

(４) 高等教育の修学支援新制度 

本学は、大学等における修学の支援に関する法律（令和元年５月１０日成立）に基づく修学

支援の対象機関となりました。令和９年度も対象機関となる見込みです。 

該当の方は、入学後の９月頃入学金を還付しますので、別途お知らせします。 

 

(５) 奨学金制度 

日本学生支援機構や山口県ひとづくり財団、その他各自治体、各種団体の奨学金制度が 

あります。希望者は、入学後お問い合わせください。 

 



41 
 

   (６) 教員免許資格の取得を検討されている方へ 

     令和６年６月に「学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等の

ための措置に関する法律」（以下「こども性暴力防止法」という。）が成立しました。 

      この法律の施行日（令和８年１２月２５日施行予定）以降、教員免許状の取得のための教育

実習等の前に、こども性暴力防止法に基づく特定性犯罪前科の事実確認が行われる可能性が 

あります。この手続きにおいて当該前科が確認された学生は、教育実習等を行うことが 

できないため、教員免許状を取得することができません。 
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〔12〕 入学前学習  

（１） 合格者には、高校での自己の学修の到達程度を把握し大学入学後の履修に役立ててもらうため、

大学入学共通テストに出願し、各学科の指定する教科・科目を受験することを推奨する。なお、

やむを得ない理由等により大学入学共通テストに出願できなかった場合でも、学校推薦型選抜の

出願は可能であるが、その場合は、新聞等で発表される試験問題を用いて自宅等で受験すること

（その際のリスニングの受験は免除する）。また、受験後に自己採点結果を提出すること。 

詳細は、合格発表後に合格者に案内する。その採点結果によって合格を取り消すことはないが、

入学後の指導の参考とする場合がある。 

（２） 本学では、学校推薦型選抜の合格者全員を対象に入学前学習（国際文化学部は英語と数学、 

社会福祉学部及び看護栄養学部看護学科は英語のみ、看護栄養学部栄養学科は英語と化学・生物）

を実施している。詳細は、合格発表後に合格者に案内する。 

 

【大学入学共通テストの受験指定教科・科目】 

国
際
文
化
学
部 

国際文化学科 
・国語 

・地理歴史・公民、数学、理科、情報から選択１科目 

・外国語（英語） 

文化創造学科 
・国語 

・地理歴史・公民、数学、理科、情報から選択２科目 

・外国語（英語） 

情報社会学科 

・国語 

・地理歴史・公民、数学、理科から選択１科目 

・外国語（英語） 

・情報 

社会福祉学部 

社会福祉学科 

・国語 

・地理歴史・公民、数学、理科、情報から選択１科目 

・外国語（英語） 

看
護
栄
養
学
部 

看 護 学 科 

・国語 

・地理歴史・公民から選択１科目 

・数学、情報から選択１科目 

・理科から選択１科目 

・外国語（英語） 

栄 養 学 科 

・国語 

・地理歴史・公民から選択１科目 

・数学、情報から選択１科目 

・理科から選択１科目 

・外国語（英語） 
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